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令和元年度伊勢原市行財政改革推進委員会第1回会議録 
 
〔事 務 局〕 企画部経営企画課 
 
〔開 催 日 時〕 令和元年8月２７日（火）午後２時から午後3時40分まで 
 
〔開 催 場 所〕 伊勢原市役所本庁舎2階 2Ｃ会議室 
 
〔出 席 委 員〕 ７名 

鈴 木 靖 夫（会 長） 
青 柳 貞 德（副会長） 
大 川   要 
大 杉 あや子 
小 澤 範 雅 
河 原 啓 子 
吉 野   太 

 
〔欠 席 委 員〕 １名 

出 雲 明 子 
 
〔事務局職員〕 ７名 

吉 川 幸 輝（企画部長） 
古 宮 雄 二（行政経営担当部長） 
桐 生 尚 直（企画部参事兼公共施設マネジメント課長） 
成 井 敦 子（公共施設マネジメント課公共施設マネジメント係長） 
成 田 勝 也（企画部経営企画課長兼行政経営係長） 
熊 倉 宏 海（経営企画課主任主事） 
都 竹 新 平（経営企画課主任主事） 

 
〔公 開 可 否〕 公開 
 
〔傍 聴 者 数〕 なし  
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《議事の経過》 
１ 議題 
（１）第５次行財政改革推進計画平成３０年度の取組結果について 
（２）公共施設等総合管理計画実施計画に基づく主な取組の進捗状況等について 
 
２ その他 
 

※質疑応答・意見等は別紙１のとおり 
 



別紙１ 
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１ 議題 

（１）第５次行財政改革推進計画平成 30年度の取組結果について 

 [意 見] 

① 燃えるごみの減量化は資源ごみ等の分別を徹底することにより図られるものだが、 

 生ごみの比率が高いゴミの処理にはコストが発生することから、減量化にこだわるあ

まり、余計に費用がかかるようなことが無いようにしてもらいたい。 

 

② 他自治体の先進事例等を参考に官民連携による魅力あるイベント等を公共施設で行

い、歳入を得られるような取組について検討してほしい。 

 

 

 [質 問]              [回 答] 

① 「計画的な定員管理の推進」の取組

の進捗状況について。 

目標とする職員数は計画どおり達成し

た。引き続き計画に基づき適正な定員管

理を進めるが、一律の削減ありきではな

く業務省力化と並行し、必要な人員を確

保していく。 

② 「計画的な定員管理の推進」の取組

において、平成３０年度の実績効果額

が目標に比べ大きくマイナスとなって

いるが、どのような理由によるか。 

 職員数は計画どおり確保したが、効果

見込み額を算定するにあたり比較指標と

した類似市の職員数と比較するとやや多

い水準であったこと、また、目標設定時点

より増額の給与改定が行われたことによ

る。 

③  「職員提案制度の活用」の取組におい

て、件数が伸びていないが、対策は講じ

ているのか。 

 テーマ設定や職員提案強化月間等、提

案しやすい環境づくりに取り組んでい

る。職員の知恵により事務効率が改善さ

れることがあるということを、多くの職

員に意識づけし、引き続き提案件数を伸

ばせるように努める。 

④ 「燃やすごみの減量化」の取組につ

いて、計画目標が達成できなかった場

合、ごみの減量化の促進のため、ごみの

有料化も視野に入れているのか。 

市民や事業者に向けた啓発活動を行

い、資源化、分別の徹底等、燃やすごみの

減量化に繋がる取組を継続しており、ご

みの有料化について具体的な検討はして

いない。 

⑤ 市税の徴収率の向上について目標よ

り高い効果額が得られているが、徴収

事務の民間委託がどう作用したのか。 

徴収事務の民間委託により事務の効率

化が図られ、正職員が滞納整理に専念で

きる環境が整備されたことにより徴収率

の向上が図られた。 

 

（２）公共施設等総合管理計画実施計画に基づく主な取組の進捗状況等について 

 

[意 見] 

① 公共施設使用料の支払等の事務手続きが、施設ごとに異なっている部分があるので、

利用者に分かりやすいマニュアル等の整備を検討するべきである。 
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 [質 問]              [回 答] 

① 公共施設使用料の見直しについて、7

月から有料化、料金改定の運用が実施

されているが利用状況について教えて

ほしい。 

各施設所管から、有料化の運用開始後

に、各施設利用者が著しく減少したとい

うことはないと聞いている。 

② 公共施設使用に係る様式は、施設全

体で統一されているのか。それとも施

設ごとに異なるのか。 

各施設の条例に基づき、手続きや様式

等が定められている。 

③ 7 月 1 日からの有料化は順調に運用

されているか。 

大きな混乱はない。施設利用者からい

ただいた意見をもとに改善を加え運用し

ている。 

④ 市役所食堂は存続することになった

とのことだが、食堂の廃止が市民に与

える影響は大きいのか。 

 議会から意見をいただいた。青少年セ

ンター本館廃止に伴い、センター内の食

堂も廃止され、食事場所が減っていると

いうことは事実である。 

⑤ 今後策定される予定の学校施設長寿

命化計画について、具体的な内容や策

定の時期はある程度決まっているの

か。 

 国のガイドラインに基づき策定してい

く予定であり、令和 3 年度の策定に向け

て今後検討を進めていく。 

⑥ 消防団の車庫・待機室を新東名高速

道路の高架下に移転することについて

土地使用料はかかるのか。 

公共施設の場合、使用料はかからない。消

防団の車庫・待機室以外にも、防災備蓄倉

庫等、NEXCO中日本と高架下の利用につい

ての調整を進めている。 

 

２ その他事項 

  特になし。 


